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Webにおけるサーバー
インターネット上でサーバーがどんな役目をしているかは、すでに解説済みです。
(インターネット概要 )。ここでは、実際にサイトを制作する際に必要となる最低限の
サーバー操作を見ていきます。

サーバーの仕事

Webにおいてサーバーとは、ひとことで言えばユーザーのマシンをインターネット
へ仲介するコンピュータのことです。
htmlファイルは当然のこと、メールも通常のファイルも、ユーザーは必
ず自分が契約したサーバーから、回線を通して自分のマシンに受け取ります。

サイト制作者とサーバーとのやりとり

同様に、自分がインターネット上に送り出したいファイルもここから送られるこ
とになります。従って、制作者はhtmlファイルやそこに表示する画像、またサ
ーバー上で動かすCGIなどのスクリプトをサーバー上に届け、場合によっては
遠隔操作でそれらファイルを編集したりといった操作をしなければなりません。

サーバー管理者

サーバーはその性質上、24時間稼働し続けるものであり、また複数のユーザーが
同時にアクセスして違う仕事をさせています (このようなやり方をマルチタスクと
いう ) 。従って、トラブルがあった場合には迅速に対応できなければなりません。
サーバーの管理には複雑な操作を必要とするので、必ず専門知識を持った管理者が
いることが前提とされます。（通常サーバー管理者と読んでいます）
ユーザーは、管理者に IDとパスワードを発行してもらってはじめて、
サーバーへのアクセスが可能となるのです。
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サーバーの種類ごとの操作可能レベル

プロバイダ
主にインターネットへの接続とhtmlファイルの置き場所 (ディスクスペース )、メー
ルの受け渡しのサービスを提供します。ユーザーはサーバーに対して、プロバイダが
許可した操作しか行えません。（遠隔操作 -telnet は許可されない）
CGIの利用は、予めプロバイダが用意したものだけというかたちがほとんどです。

ホスティングサービス
予め用意されているサーバーをユーザーに提供し、ユーザーの名前 (ドメイン名 )を
つけて、専門的な管理を代行してくれるサービスです。ユーザーは自分のサーバーと
してかなり自由な操作を許されます。(自由度は契約内容による )
カスタムCGI（自分で用意したCGI）を設置したい場合は、それが可能かどうかが選
択の基準となります。またカスタムCGIは telnetによる設定が必要なこともあるので、
設置できるということは、たいてい telnet も許されていることが多いようです。（そ
うでない場合もある）
もっとも自由度が高いのは「ルート権限」を許されているサービス。これはサーバー
管理者としての操作全てを使える形態です。この場合は、サーバーのすべての操作を
telnet で行うことができます。しかしサーバーに関する知識が必要となります。

ハウジングサービス
ユーザーが自分で設定まで行って用意したサーバーを、厳重な電力供給や災害対策を
施した設備に預かり、保管するサービスです。
サーバーの管理や操作は、入室を許可されたユーザー自身が行います。
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サーバーを使う
htmlファイルをサーバーに置くだけでも、サーバーへのアクセスが必要になります。
サイト制作者であれば、CGIの設定やパーミッションの設定など、ある程度のサーバ
ー操作は問題なく行えるようにならなければなりません。

FTP

もっとも頻繁に利用します。html や画像、スタイルシートファイルやCGIスクリプ
トなど、サーバーにデータを送る操作またはそのソフトウエアを指します。
代表的なソフトウエアは、以下の通り。
（いずれもhttp://www.vector.co.jp より入手可）

  Windows…FFFTP、WSFTP、CuteFTP

  Macintosh…Fetch
※Dreamweaver にもFTP機能は搭載されているが、バックアップとしてひとつは
専用ソフトをそろえておくこと。

FTPソフトの利用に必要な情報
たいていのプロバイダの場合

 プロバイダによって違う場合もあるので、契約時の説明書を参照のこと
  ホスト名（接続先）…www.プロバイダ名 .○○ .○○
  ユーザー名（ログイン名）…アカウント名
   （メールアカウントと同じである場合が多い）
  パスワード…メールパスワード
  ディレクトリ…空白のまま、/、homeなど

たいていのホスティングサービスの場合
プロバイダによって違う場合もあるので、契約時の説明書を参照のこと

  ホスト名（接続先）…自分のドメイン名
 ユーザー名（ログイン名）…ユーザー（もしくは管理者）として
       設定した名前

  パスワード…ユーザーとして設定したパスワード
  ディレクトリ…自由
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Telnet

遠隔操作でサーバー上のアプリケーションを操作すること、またはそのためのソフト
ウェアを指します。実際の制作の現場では、サーバー上のパーミッションの設定や、
CGIスクリプトの編集に使われます。しかしパーミッションの設定は、ほとんどの場

合FTPソフトでも可能なのでこの限りではありませn。

代表的なソフトウェアは以下の通り。
(Windows付属のもの以外はhttp://www.vector.co.jp から検索、入手可 )

  
  Windows…telnet(WindowsOSに付属 )、秀 Term

  Macintosh…NCSAtelnet、BetterTelnet(OS9.1以上はこちら )

パーミッションの設定
UNIXサーバーはパソコンとは違って、1つのマシンに複数のユーザーが同時にアク
セスし、その機能を共有します。したがって、「このファイルは他人にはみせないよ
うにしたい。」「これはほかのユーザーと共有しよう」という設定ができるようになっ
ているのです。
通常の個人的ファイルは、自分でないユーザー（ログイン IDで判別）にはその存在
を見せないようにしてありますが、それではせっかくアップしたhtmlファイルも見
られないことになってしまいます。
そこで、特定のファイルに関してパーミッション（許可）の設定が必要になるわけです。

手順としては telnetでログインしたあとに　òchmod　755　○○○ .htmlóというか
たちのコマンドを打ちます。ファイル名は正しいパスを入力しなければ受け付けないの
で注意しましょう。
とりあえずWebサイト用のファイルに使用する３桁の数字の意味は以下の通り。

  755… 全員が読める（ブラウザで表示できる）。
  　　　 ファイルがCGIスクリプトの場合全員が実行できる。
   ファイルの書き換えは所有者だけ。
  644…  全員が読める（ブラウザで表示できる）。
    書き換えは所有者だけができる。
   実行の設定はなし。（実行する内容を持たない）
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同様にディレクトリ（フォルダにあたります）にもパーミッションを設定します。
公開するWebサイト用のディレクトリに使用するのは755のみと考えてかまいませ
ん。ほとんどの場合、アップロードする際にFTPソフトが一般的なパーミッション
を自動的に与えているので、なんらかの理由で手動で変える必要がる場合にのみ操作
する必要があるでしょう。




